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      岐阜県関市立瀬尻小学校 

       

問い合わせ先：電話番号 ０５７５－２２－３１２０ 

ＦＡＸ ０５７５－２４－７９７１ 

 

Ⅰ 学校の概要 

１ 児童生徒数，学級数，教職員数(平成21年12月現在) 

児童数461名、学級数16 、教職員数24名。 

３,５年生が３学級、他の学年は２学級編制で、特

別支援学級が２学級の中規模校である。 

 

２ 地域の概況 

   校区の中央を長良川が流れ、田園が広がる美しい自然

環境に恵まれた歴史文化の豊かな地域である。円空入定

の地があり、弥勒寺跡は国指定史跡弥勒寺官衛遺跡群と

なっている。小瀬鵜飼は地域の誇る県指定文化財である。

また、小瀬獅子舞は江戸時代から継承されている。一方、

校区の東は東海北陸自動車道、西はMAGロード（東海

環状線）の東回り開通にともないその様相を大きく変え

ようとしている。本校は、明治５年に永昌寺に文開義校

として開校し、明治３８年に瀬尻尋常高等小学校となっ

た。その後、昭和２２年に新学制のもと瀬尻小学校とな

り、昭和３２年に校区西の広見地区が関市に合併し、現

在に至っている。 

 

３ 環境教育の全体計画等 

学校の教育目標：自らとりくみ、やりとげる子 

          ～よさを発揮する子～ 

環境教育の目標：自然に学び、自然を愛護する心豊か 

        な児童の育成 

願う児童の姿 ：環境と人間とのかかわりについての

理解を深め、環境保全に主体的に取

り組む子 

学年別指導目標 

低学年：体験を通して地域の自然に関心がもてる子 

    （よさの発見） 

中学年：地域の自然に親しみ、進んでかかわることが

できる子 （問題発見・調べ学習） 

高学年：自然に関心をもち、進んで働きかけようとす 

    ることができる。 

    （問題追究・積極的な働きかけ） 

  以上のような目標を掲げ、「教科」「道徳」「特別活動」

「総合的な学習の時間」に具体的な指導を行っている。 

また、「牛乳パック・アルミ缶の回収」などエコ活動に

関する活動も行っている。 

一方、家庭・地域との協力においては、通学路などのク

リーンアップ作戦、青尐年健全育成協議会との連携による

長良川クリーンアップ作戦、関市の出前講座によるカワゲ

ラウオッチング、ＰＴＡのリサイクル活動などに、児童と

共に参加している。さらに、地域ボランティアの協力のも

と、絶滅危惧種に指定されている「ウシモツゴ」の保護池

を校内に整備し、観察を続けている。 

         長良川でカワゲラウォッチング 

 

Ⅱ 研究主題 

 「自然に学び、自然を愛護する心豊かな児童の育成」 

 

Ⅲ 研究の概要 

１ 研究のねらい 

  校区は豊かな自然環境に恵まれているにもかかわらず、

子ども達の自然体験は尐ない。また、その自然環境が壊さ

れていたり、生態系が乱れたりしていることに気付いてい

ないことが多い。そこで、これまでの取組を継続しつつ新

たな取組を生み出したり、グローブ事業により環境を調査

したりして、校区の環境に目を向けた取組を通して、校区

の自然を愛護する心豊かな児童の育成を目指したい。 

 

２ 校内の研究推進体制 

  グローブ研究推進委員会（校長、教頭、教務主任、理科

主任、英語科主任、情報主任、各学年主任）をもち、教務

主任・主題研究推進委員長（グローブティーチャー・兼理

科主任）副委員長（グローブティーチャー）を中心に、校

長の下、全校体制で研究を進めてきた。 

  具体的な調査、観測、観察活動は、ＳＶ活動（児童委員

会活動）及び、４・５・６年生が行った。また、グローブ

活動にかかわる環境についての取組は、各学年が中心とな

って進め、取組の経過発表は、学級通信、学校通信、諸会

議、地域住民との交流、市の環境フェスタなどで行った。 

 

３ 研究内容 

（１）グローブの教育課程への位置付け 

観測については、一日の日課の中の休み時間を中心に行

った。環境に関する取組については、１,２年生は生活科、

３～６年生は理科および総合的な学習の時間を中心に教

育課程の中に位置付けて行った。 

 

（２）グローブを活用した教育実践 
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観測の取組については、児童の委員会の活動として行っ

た。「環境ＳＶ」に所属した児童が、毎日の気象観測（気

温、気圧、雲量など）、週一回の水質検査（透明度）を続

けてきた。また、グローブ活動にかかわる「環境教育」と

しては、各学年で次のような活動を行ってきた。 

 

①にこにこ学級、なかよし学級（特別支援学級）の取組 

  学級菜園で大根やジャガイモなど多くの野菜を育てる

体験を行った。他にも、近くの野原でよもぎを摘んでよも

ぎもちを作ったり、落ち葉や木の実で遊んだりするなど

身の回りの自然とたくさん触れ合い、自然からたくさ

んの恵みを受けることができた。そして、このような

活動の中で自然を大切にしようとする心情も培ってきた。 

 

  児童からは「どんぐりをたくさんたくさんひろいました。

木にもたくさんなっていました。みんなでたくさんひろっ

て楽しかったです。森の中でねころんだらとってもきもち

よかったです。」といった感想が得られた。 

 

 ②１年生の取組 

生活科「いきものとともだち」のなかで、６月に「ザ

リガニみつけ」、10月には「草むらの生き物みつけ」を親

子で行った。つかまえたザリガニや虫をしばらく育てて

観察するなど、家の方とともに地域の自然にふれあう

ことができた。「花をつくろう」の単元では、アサガオ

やチューリップを育てた。このような活動をきっかけに、

普段からも生き物を捕まえたり、身の回りの自然に目

を向けたりすることができ、身近な自然にかかわるとと

もに命ある物を大切にしようとする心情を培ってきた。 

  ③２年生の取組 

生活科の学習の中で、植物を世話し、観察を続けて

きた。一人一株のミニトマトを育て、水やりなどの世

話を毎日行ったり、成長の様子を記録したりした。ま

た、大豆を畑で育てて観察するとともに、親子で収穫

祭を楽しみ、自分たちで育てた野菜を自分たちで調理

し、食べる喜びも味わうことができた。さらに、地域に

 積極的に出かけて、長良川などの地域の豊かな自然に

 ふれる機会を多く持つことができた。 

  

  ④３年生の取組 

  せじりタイム(総合的な

学習の時間)「杉山さんと

円空いもを育てよう」で、

地域の杉山さん（円空い

も開発者）、農業改良普

及センターの方の協力の

もと、円空いもを育て、

親子で料理会を行った。

円空いもの特徴や作り方

だけでなく、無農薬で有

機肥料を使ってみえるこ

とも教えていただくこと

ができた。これらのことで

収穫する喜びや地産地消

について学ぶとともに、

農家の方々が自然や環境

のことを考えて農業に携

わっていることにも触れ

ることができた。 

  また、近くの松尾山に登り、校区を山の上から眺め

る活動とともに、季節の自然とふれあう活動を行った。

森のなりわい研究所の伊藤栄一先生に冬の野山の生き

物について教えていただくことができ、地域の自然の

豊かさに改めて気づくことができた。 

親子でザリガニとり 

大豆を育てよう 

円空いもを育てよう 

杉山さんに学ぶ 

冬の松尾山登山 
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 夏と比べて冬のほうが魚も虫も多くとれました。

しかもカワゲラは夏よりも倍くらいの大きさでし

た。ぼくは最初、水生昆虫は夏のほうが多いと思っ

ていたけれど冬のほうが多いことを知ってびっくり

しました。春に地上に出てくるために、いっぱいえ

さを食べておかなきゃいけないからだそうです。 

 水生昆虫が食べるえさは、山から来るそうです。

豊かな山がないと虫や魚が育たないことを知って、

山と川はすごく関係があることがわかりました。 

⑤４年生の取組 

  せじりタイム「瀬尻の自然環境を守ろう」で、関市役所

生活環境課及び岐阜県博物館学芸員の方々に指導してい

ただき、季節ごとにカワゲラウオッチングを行った。調査

結果や学芸員の方の話から、春よりも冬の方が水生昆虫が

多くいることやその要因として山の落ち葉などの秋の豊

かさが川へ運ばれていることを知ることができた。 

 

～児童の感想から～ 

また、地域の財産

である小瀬鵜飼に

ついての学習を行

った。この学習では、

鵜飼の方法だけで

なく、地域の人たち

が1300年以上も昔

から長良川の自然

環境をいかし、川と

ともに生活してき

たことを知ること

ができた。豊かな自

然、豊かな長良川が

あったからこそ、受

け継がれてきたこ

の小瀬鵜飼を今後

に残していくため

に、環境を守ってい

くことがいかに重要であるかということをまとめること

 ができた。 

  ～児童の感想から～ 

私にはどの鵜も同じにしか見えなかったけど、鵜

匠さんは20羽以上の鵜を全部見分けて、専用のかご

に入れているのですごいと思いました。 

鵜飼見学では、鵜が一生懸命にアユをとっていま

した。口からアユを吐き出すところも見れてよかっ

たです。小瀬鵜飼は、関の宝物です。ずっと続いて

ほしいし、アユがいっぱいとれるきれいな長良川で

いてほしいです。 

 

学校の裏山で

 ある「松尾山」

 の登山を通して、

 四季の自然の変

 化を見付けたり、

 森林のはたらき

 について学習し

 たりした。 

  

～児童の感想から～ 

山には落ち葉がいっぱいあってふわふわでした。この

落ち葉が栄養たっぷりの土になり、川に流れ出す水を豊

かにするそうです。それに土があると、雨水をたくわえ

て、川へゆっくり水をしみ出させるし、水をたくわえた

土は木を育てるそうです。木が育つと根がしっかりはっ

て水をたくさんたくわえられるようになります。逆に、

木がなくなると雨がふったときに土が流れてしまって、

土がなくなるそうです。だから、山の木や土はとっても

大切なんだということがわかりました。それにいい山が

あると川も豊かになることがわかりました。川は海に続

いているから、山・川・海はとても関係があるんだなあ

と思いました。今度、海のない岐阜県で海づくり大会が

あることもなるほどと思いました。 

 

⑥５年生の取組 

  環境を考え、無農薬で有機肥料だけを使って米作りを

行った。「みのにしき」という関の気候や環境に合わ

無農薬で米作り 

冬のカワゲラウォッチング 

鵜匠さんから学ぶ 

親子で鵜飼見学 

秋の松尾山登山 
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 せて品種改良された米を地域の方の協力を得て育て

 ることができた。この学習の中で「みのにしき」を

 開発された尾関さんを招き、開発の苦労やみのにし

 きの特徴などを学んだ。尾関さんによると、みのに

 しきは関市の気候に合わせて開発したのだが、地球

 温暖化で平均気温が上昇してきたためか、最近、収

 量が減り、米の質も落ちてきたそうである。地球温

 暖化が身近なところにも影響していたことを知るこ

 とができた。 

また、水田の水を顕微鏡で観察して多くの微生物

を見つけたり、さまざまな昆虫や魚、蛙がいること

を発見したりした。

その魚や蛙を食べ

にサギなどの鳥も

やってきているこ

とから、水田は、

人間を豊かにする

だけでなく、いろ

いろな生き物を育

てていることを知

ることができた。

農薬を多く使わな

いことで、より豊

かな環境になるこ

とも学ぶことができた。 

～児童の感想から～ 

カエルやバッタがものすごくたくさんいました。

イナゴは稲の葉を食べていました。田んぼには、い

ろいろな生き物がいることがわかってびっくりしま

した。カエルやバッタを食べにヘビなども来るから、

田んぼは人間だけを育てているのではないことがわ

かりました。 

稲が害虫にやられてしまったらいけないけど、農

薬をできるだけ使わないことが、他の生き物にもや

さしいことがわかりました。「みのにしき」は農薬

や肥料が尐なくてすむからとてもいいお米だと思い

ました。 

 

   森のなりわい研究所代表の伊藤栄一先生に来てい

ただき、森の役割や保全についての話を聞いた。 

森を育てることは川をも育てるということ、また、

循環的資源である木の重要性について学ぶことがで

きた。また、手入れが行き届いた人工林と荒れてし

まった人工林の比較をすることもできた。 

   さらに今年度

 は、関市尐年自然

 の家における長

 期宿泊体験学習

 において、「森づ

 くり林業体験」を

 行った。伊藤栄一

 先生、森林組合、

 中濃農林事務所、

 カネキ野村木材

 店の方々の協力

 のもと「下刈り」

 「間伐」「木登り」

 の体験を行うことができた。豊かな森を作るには、適

 切な管理が重要であることを学ぶことができた。 

～児童の感想から～ 

人工林の高さはほとんど同じでした。人工林の太

さから山の栄養が分かります。だから、太ければ太

いほど、山に栄養がたくさんあります。人工林は育

てると１０ｍ以上になることが分かりました。木の

種類は１～２種類でした。家などを建てる材木とし

て植えられたそうです。 

自然林は高さがそれぞれちがって、種類もたくさ

んありました。自然林は勝手にはえてきた林です。

でも完全な自然林はほとんどないと、伊藤先生が言

っていました。 

１つの山でも、人工林と自然林などがあるとは知

りませんでした。木は炭にしたり、まきにしたりし

てつかわれることが分かり、木も生活に役立ったん

だなと思いました。木は、家などを作るのに切るの

はしかたがないけど、なるべく自然林は切らないで

森を大切にしたいです。 

長期宿泊体験学習に行く前は、「木は絶対切っちゃダ

メ」と思っていたけど「木は切らなければいけない」と

いうことを学びました。木がありすぎると栄養をとりあ

ってしまったり、日光が入らなかったりして草や木が育

たないそうです。だから、山を育てるためにはある程度

の木を切らなければならないそうです。切った木も捨て

るのではなく、家や家具などを作るのにつかわれたりす

るので資源の無駄にはなりません。木を切るのも大切な

んだと思いました。 

 

田んぼの生き物調査 

松尾山での森林学習 

森づくり 林業体験 
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また、長期宿泊      

体験学習では、中  

池, 天王池管理 

組合・黒屋自治 

会・黒屋環境部 

会・塔ノ洞自治 

会・岐阜美濃生態 

系研究会・岐阜県 

世界淡水水族 

館・岐阜県河川環 

境研究所・独立行 

政法人土木研究 

所自然共生セン 

ター・岐阜県博物 

館・関市役所生活 

環境課の方々の 

協力の下、環境条 

件の異なる３ヶ 

所で淡水魚類の 

生息状況を調査 

し、その結果を交 

流した。その後、 

各場所の調査結 

果を発表し合い、 

どのような思い 

を持ち、どのような考えを持ったかを小グループで 

交流することができた。交流会の中では、土木研究 

所自然共生センターの方に自然水路と川のつながり 

について話を聞いたり、中池の昔の様子を知る方か 

ら中池の昔と今の違いを聞いたりした。これらの学 

習で、中池の水質がとても悪くなってきたことや外 

来種が入ってきたことで在来種の棲みかがなくなっ 

てしまったことについて考えることができた。また、 

自然の姿を大切にした水路には、とても沢山の生き 

物がいたことから、人間の暮らしが大きく生き物た 

ちに影響を与えていることについても考えることが 

できた。 

～児童の感想から～ 

 

 

⑦６年生の取組 

   ６年生は、池尻

 大塚古墳や国指定

 弥勒寺官衙遺跡、

  群刀鍛冶、小瀬鵜

 飼など地域の歴史

 や伝統文化につい

 て学習した。この

 地に豊かな自然が

 あったからこそ大

 昔に村が栄えたこ

 と、豊富な水や材

 料がそろっていた

 から刀鍛冶が発達したことなどを学ぶことができた。

 これらは、豊かな自然環境があってこそ成り立つもの

 であり、その自然を人が活用しながら生活を営んでき

 たことを学習することができた。このすばらしい伝統

 文化を守っていくためにも、地域の自然を守っていく

 ことがとても大切であることを考えることができた。 

～児童の感想から～ 

 

   また、宮内庁式部職 鵜匠の岩佐さんを招き、小瀬鵜

飼の歴史と未来について話を聞いた。鵜と鵜匠さんとの

かかわりや鵜飼の歴史などの話の他、最近の川の様子や

アユが尐なくなってきたことの話をしていただいた。 

 

体験を通して、自然水路にはたくさんの生き物が

いることを知りました。用水路をコンクリートで固

めてもいいと思っていたけれど、自然のままにして

おかないと生き物が多く生きていけないことがわか

り、生き物のすみかは、人間にかかっているんだと

思いました。 

刀匠さんはとっても重い大鎚を勢いよく打ってい

たのですごいと思いました。夏はすごく熱い中で作

業をやるそうです。大変な仕事なんだと思いました。 

関市には水や炭となる木や材料が豊富にあったから

刀鍛冶が発達したそうです。刀鍛冶も環境が関わっ

ていたのでびっくりしました。 

「中池の今と昔」 

 私は、中池はきれいだと思っていました。でも、

水の色は深緑でにおいもくさかったです。昔の中池

は、飲んだり泳いだりできるほど水がきれいだった

と聞いてびっくりしました。そんなきれいな中池を

今のようにしたのは、人間が楽しむためにゴルフ場や

テニスコートなどを作ったからだそうです。今の中池と

昔の中池は、ぜんぜんちがうのです。きたいない池を、

昔のようなきれいな池にもどすのが私達の役目ではな

いでしょうか。そのために、年に１回ぐらいはそうじを

するといいのではないでしょうか。 

 ブラックバスやブルーギルがいることも問題の一 つ

です。このような外来種を人が放流したりすることをや

めて、ウシモツゴなど昔からいる魚を増やすといいと思

いました。みんなが気をつけたり、心がけたりすること

で池をきれいにしたり守っていったりすることができ 

ると思います。  

自然水路での生き物調査 

中池での生き物調査 
刀鍛冶体験 

鵜匠さんに学ぶ 



（別紙様式２） 

 

   県とアサヒビール（株）の協定による環境教育活

動の一環で東山動物園の松山先生を招いて、「メダ

カ教室」を行った。「メダカの生態を学ぶことを通

して、水辺環境や生物多様性の大切さを学ぶ」こと

を目的に、メダカの生態を詳しく教えていただいた

り、メダカを中心に生き物のつながりについて話し

ていただいたりした。メダカはたくさんの卵を産む

が、その卵や稚魚を食べる生き物がいること、ドン 

グリにしても 1 本の木にたくさんの生き物が生か   

されていることなど生き物のかかわりについての

話や、そこに

存在するため

には多くの先

祖が関わって

いることや生

きてきたれた

環境があった

ことなどの話

から生物多様

性について考

えることがで                

きた。 

～児童の感想から～ 

  ６年生は、環境

ネットせきの

方々の協力のも

とＥＭ菌発酵液

を作製し、プー

ル掃除に活用し

た。プール掃除

前にEM菌を投入

しておくことで、

有害な洗剤を全く使うことなく、プールの汚れを落ちや

すくでき、環境にもいいことから、次年度からも継続し

て行いたいと考えている。 

 

～児童の感想から～ 

 

⑧その他の取組 

瀬尻小学校区青尐年健全育成協議会、瀬尻小学校PT

Aの主催で「親子長良川クリーンアップ作戦」も行った。

また、児童の委員会活動の中で、牛乳パックやアルミ缶

の回収を行い、リサイクル活動にも取り組んでいる。毎

日の給食に出る牛乳パックは、飲み終わったら水に通し

て乾かしておき、トイレットペーパーと交換をし、校内

で使うようにしている。これらのことから児童の環境や

リサイクルに対する意識を高めることができた。 

また、絶滅危惧種に指定されているウシモツゴの

保護池を地域の方や岐阜・美濃生態系研究会の方の

鵜飼は全国で12か所行っているそうですが、宮中

式部職になっているのは岐阜の鵜飼と関の小瀬鵜飼

だと聞いてびっくりしました。こんな近くにそんな

すごい鵜匠さんがいるなんてすごいです。鵜はアユ

以外の魚もとることを知りました。ウナギは鵜がの

む時に難儀するからウナギというのおもしろかった

です。 

 最近は、取れるアユが尐なくなったし、アユ自体

が川に尐なくなったそうです。川に流れ込む伏流水

が大切で、その伏流水が流れ込むには、川の岸辺や

山が重要なんだそうです。ブナなどが生い茂る豊か

な山がいい川をつくるから、小瀬鵜飼を守るために

も自然環境のことを考えなければいけないと思いま

した。 

ウシモツゴが絶滅危惧種になっていたのは知って

いたけれど、メダカも絶滅危惧種と知って驚きまし

た。メダカは外の風景を見るために「眼がでかい、

目が高い所にある」というところから名前が付いて

いるなんてびっくりしました。また、周りの風景が

回るとメダカも同じ方向に動くことがとても面白か

ったです。メダカが絶滅危惧種になってしまったの

は、私たち人間がメダカのすみかをうばってしまっ

たからです。気がつかないうちにどんどん死んでい

ってしまったので、私たち人間は、メダカのことを

考えてメダカのくらせる場所を増やしていかなけれ

ばいけないと思います。メダカがいなくなるという

ことは、他にも生きることができなくなる生き物が

いるということです。木も切り過ぎるとそこに暮ら

すたくさんの生き物がすめなくなります。だから、

いろんな生き物のいろいろなつながりを考えていく

必要があると思いました。 

始めは泥や汚れで、プールがとっても汚かったで

す。こんなのがきれいに落ちるのかと思っていたけ

ど、プールに入ってモップでちょっとこするだけで

簡単に汚れが落ちるのでびっくりしました。ずっと

前からついていたようなコケや汚れもきれいに落ち

たのですごいと思いました。それに、ＥＭ菌は川に

流しても環境に良いという話を聞いてびっくりしま

した。あんなにきれいに落ちる洗剤だったら環境を

壊してしまいそうなのにＥＭ菌は逆に流したところ

がいい土になったりするからＥＭ菌の力はすごいと

思いました。これからプール掃除をする人たちもＥ

Ｍ菌をぜひ利用してほしいと思いました。 

メダカ教室 

ＥＭ菌発酵液づくり 

ＥＭ菌発酵液を活用したプール掃除 
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協力を得て校内に整備した。ウシモツゴがすめる環

境がどんどん減ってきていることを学び、人間の都

合だけでなく、他の生き物たちのことも考えていく

ことの大切さについて考えることができた。今年度

は、この保護池で生まれた卵を孵化させ、育てたり

観察したりすることができた。また、保護池の水質

調査も定期的に行った。（透明度、ＣＯＤ、ＰＨ） 

今後、ど

 のような

 環境がウ

 シモツゴ

 にとって

 良いのか、

 ウシモツ

 ゴがすめ

 るような

 環境とはどのような環境なのかを考えたり、生き物

 が住みやすい環境を守っていこうとする意識を高め

 たりしていきたい。そして、ウシモツゴの数が増え

 たら近くの川へ放流など考えていきたい。 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

 気象や水質の観測を委員会活動の中で行うことで、児童

のみで観測できるような体制ができた。また、その委員会

を中心にして、気象観測や水質検査の結果をグローブ本部

に送ることができた。瀬尻校区の環境が広くは地球規模で

成り立っていることや、地域の生態系に地球環境が影響し

ていることを知るきっかけができた。 

  本校の裏にある里山の「松尾山」にPTAや地域の方々の

協力のもとに登山道を整備することができた。それによっ

て、３年生から６年生までが年間に数回登ることができ、

大きなスケールで自然を見つめることができた。そこでは、

森のなりわい研究所長の伊藤栄一先生に来ていただき、一

緒に山に登って子ども達に直接指導していただいたこと

で、子ども達が身近な自然に対して進んで関わろうとする

意識が育ってきた。５年生は長期宿泊体験学習で集中して

環境にかかわる学習を行ったことで、環境に対する意識が

高まった。また、６年生は全校の取組をまとめ地域に向け

て発信する活動を行ったため、自分たちの取組をふり返り、

様々な環境につながりについて考えることができた。 

  各学年も環境とのつながりを意識して実践を進めるこ

とできた。その結果、低学年は、地域の自然と関わったり

自然を見つめたりすることができた。高学年は、地域の自

然の素晴らしさやその自然を大切にしていこうとする意

識を高めることができた。 

 

２ 研究の課題 

  気象や水質の観測を一部の児童としたことで、教員がい

なくても観測できるようになったが、学年や全校への広が

りに弱い面があった。尐しでも多くの子に観測の体験をさ

せ、全校にどんな取組をしているのかを児童の手で広めて

いく必要があった。また、観測データをどのように利用し

ていくのか考えていく必要がある。 

  環境教育としては、どの学年も取り組めたが、次年度の

学年へ成果と課題を伝えることが弱く、年度ごとの取組と

なってしまった。自分たちの学年の成果と課題を下学年に

伝え、次年度はその活動を引き継ぎ、発展させていけると

さらに意味のある取組になると考える。 

 

Ⅴ 研究第２年次に向けての課題 

 今年の６月に岐阜県では「全国豊かな海づくり大会」

が開催される。そして、瀬尻小学校校区もその会場とな

ることが決まっている。よって、この「全国豊かな海づ

くり大会」に向けた取組を中心に、長良川の環境を考え

ること、森と川と海のつながりを考えること、山や森を

育てることなどについて学習を行い、環境を通して様々

な生き物のつながりがあることやその環境を大切にする

重要性について学ばせていきたい。この学習を深めるた

めにも岐阜県森林アカデミーとの連携を深めていきたい。

そして、地域の自

然の素晴らしさ

に十分ふれさせ、

地域を愛する心

情も育てていき

たい。 

 校内に整備さ

れたウシモツゴ

保護池を活用し

て、絶滅危惧種に

指定されている

ウシモツゴを育

てるとともに池

の水質調査を行

っていく。そして、

ウシモツゴが増

えたときには、校

区の池や川に放

流していく。この取り組みを通して、ウシモツゴが住め

るような環境について考え、地域の自然や環境について

学習していく。今年度は、一部の希望者がウシモツゴの

世話を行ってきたため、全校的な活動、意識が低かった。

そこで次年度は、３年生が学年でウシモツゴの世話を行

い、全員がかかわることで全校的な意識を高めていきた

い。 

そして、環境や生態系を問題解決的に学び、その学びを通

して培った、ものの見方考え方をもとに、歴史、自然、人々

の営みについて学校での教科学習や家庭での学習などで考

えさせる。そして、その考えを地域や関係諸機関も含め、様々

な所へ発信していきたい。 

校区を流れる長良川（全国豊かな海づくり大会の会場） 

校内に整備されたウシモツゴ保護池 

松尾山から見た長良川 

毎日の気象観測 


